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米ハーバード大学医学部
デビッド・A・シンクレア教授 (2019著)

「老化は治療できる病」

老化の捉え方が変化しています

WHO（世界保健機関）

NIA（アメリカ国立老化研究所）

FDA（アメリカ食品医薬品局）

：老化を原因とする疾患の識別コードを整備

：老化を慢性疾患の最大の危険因子と結論付ける

：老化を疾患と見なすことを検討

老化の概念が大きく変化したのは

老化の情報理論の確立です。

様々な研究によって老化のメカニズムが

わかり始め、老化や寿命を客観的な情報

として理解できる時代となりました。

日本抗加齢医学会 理事長

山田 秀和 先生

出所：https://epiclock.jp/test/

「老化や身体の衰えは加齢とともに防げないもの」従来の考え方

科学技術や老化研究の進展により

「老化は予防や治療ができる（すべき）もの」

という考え方が世界で常識になりつつある
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老化度を測るには、生物学的年齢を知ることが重要です

歴年齢：35歳

生物学的年齢：40歳

（エイジギャップ：＋５歳）

歴年齢：35歳

生物学的年齢：30歳

（エイジギャップ：－５歳）

健康寿命が長くなる

生まれてからの経過年数。 暦年齢が同じでも、

身体の機能や状態は個人によって大きく異なる。

暦年齢 （Chronological Age）

身体の細胞や組織の状態に基づく年齢。

暦年齢と異なり、ヒトの見た目や健康寿命、

加齢性疾患リスクを反映する。

生物学的年齢 （Biological Age）

健康寿命が短くなる

年齢より老いて見える

年齢より若々しく見える

生物学的年齢から暦年齢を引き算した値

エイジギャップ

れきねんれい
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生物学的年齢を測るためにあなたの「エピゲノム」を調べる検査です

エピゲノムに基づく生物学的年齢評価法（エピジェネティック・クロック）

が現代の老化指標のゴールドスタンダードに

参考文献：Jylhävä et al. (2017) Deckerck et al. (2018)  Xiao et al. (2019)

https://doi.org/10.1016/j.ebiom.2017.03.046
https://doi.org/10.1016/j.mad.2018.01.002
https://www.frontiersin.org/journals/genetics/articles/10.3389/fgene.2019.00107/full
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生物学的年齢が上昇すると加齢性疾患リスクが増加します

エイジギャップと慢性疾患発症数の関連性

エイジギャップの増加に伴い慢性疾患の

発症数が増加する傾向が報告されています

疾患種 報告例

がん エイジギャップが+５年で発症リスクが15%上昇する
－Lijun et al. (2024)

冠動脈疾患 エイジギャップの増加は高い罹患リスクを示す
－Qiong et al. (2022)

アルツハイマー病 エイジギャップと病理学的指標が有意な相関を示す
アミロイド蓄積: p = 0.012
神経原繊維変化: p = 0.0073
－Morgan E et al. (2018)

慢性閉塞性肺疾患 エイジギャップの増加は高い罹患リスクを示す
－Zhishen et al. (2023)

心不全 エイジギャップの増加は高い罹患リスクを示す
－Xuhong et al. (2022)

エイジギャップと疾患の関連性の報告例

がん、アルツハイマー病をはじめ様々な疾患について

エイジギャップとの関連性が報告されています

Qiong Ma et al. (2022)

（※x軸は慢性疾患の数）

https://elifesciences.org/articles/91101
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1155/2022/4524032
https://www.aging-us.com/article/101414/text
https://bmjopen.bmj.com/content/bmjopen/13/11/e076746.full.pdf
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/clc.24321
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1155/2022/4524032
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生物学的年齢が若いと見た目も若くなります

Belsky et al. (2022)
https://moffittcaspi.trinity.duke.edu/dunedinpace

暦年齢45歳 暦年齢45歳暦年齢45歳

平均 老化スピード早い老化スピード遅い

 同じ暦年齢 (45 歳) 10 人分

 の顔写真の合成画像

❶ ❷ ❸

❶ 生物学的老化が遅い人

❷ 平均的な人

❸ 生物学的老化が早い人

https://elifesciences.org/articles/73420
https://moffittcaspi.trinity.duke.edu/dunedinpace
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ライフスタイルの改善で生物学的年齢が若返ります

Fitzgerald et al. (2023)

食事、サプリメント、睡眠、呼吸法などの8週間のライフスタイル介入により

生物学的年齢が平均4.6歳、最大で11.0歳若返ったことが報告されています

https://www.aging-us.com/article/204602/text
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世界中で生物学的年齢検査を受ける方が増えています

検査事業者 拠点 URL

TruDiagnostic 米国 https://www.trudiagnostic.com/

Tally Health 米国 https://tallyhealth.com/

Generation Lab 米国 https://www.generationlab.com/

DoNotAge 米国 https://donotage.org/

Novos 米国 https://novoslabs.com/

OptimallyMe 英国 https://optimallyme.com/

Chronomics 英国 https://store.chronomics.com/

Muhdo 英国 https://muhdo.com/

For Youth ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ https://foryouth.co/

i-Screen ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ https://www.i-screen.co.nz/

HKG Epitherapeutics 香港 https://epimedtech.com/

Emagene Life マレーシア https://emagene.life/

Balsam Health Services ドバイ https://mybalsam.com/

Vieroots インド https://vieroots.com/

KDDI総合研究所『人生100年時代の次世代バイオマーカー』参考文献： ※他、多数のため省略

生物学的年齢検査を提供する事業者が相次ぎ参入

▼

世界各国のLongevity Clinicで検査導入が進む

「まずは生物学的年齢を調べてみる」が当たり前に

▼

生活習慣指導・治療介入・サプリメント

などと合わせて老化度を継続的にモニター

▼

老化制御の成果を確認し、更なる改善に活かす

UAE当局が世界で初めて定めた

エビデンスに基づく健康長寿医療

（Healthy Longevity Medicine）

の基準にもエピジェネティック・

クロックが採用されました

（2024年11月）。

https://www.trudiagnostic.com/
https://tallyhealth.com/
https://www.generationlab.com/
https://donotage.org/
https://novoslabs.com/
https://optimallyme.com/
https://store.chronomics.com/
https://muhdo.com/
https://foryouth.co/
https://www.i-screen.co.nz/
https://epimedtech.com/
https://emagene.life/
https://mybalsam.com/
https://vieroots.com/
https://www.kddi-research.jp/topics/2023/062701.html
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エピクロック®テスト 検査結果イメージ – 1/2

※実際の検査結果での表現はサービスの更新により、一部が予告なく変更となる場合がございます。

上記の他、老化と関連する

20項目以上に及ぶ健康評価
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エピクロック®テスト 検査結果イメージ – 2/2

生活習慣関連指標 各種血中タンパク指標

※実際の検査結果での表現はサービスの更新により、一部が予告なく変更となる場合がございます。

特定の生活習慣の老化への影響や個別の身体機能・生理機能の予測結果もあわせて報告します
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生物学的若返りのためのアクションプランも提供します

＜20項目以上の抗老化アクションプラン＞

最新の長寿科学に基づくアクションプランを“具体的な行動例”＋  “影響度予測別”に提案します ( ※ )

近年の抗老化研究の進展により、生物学的年齢に影響を与える因子とその影響度が徐々に明らかになりつつあります

※ 別途、マイページ上で表示されるライフスタイルアンケートへのご回答（任意）が必要となります。
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